
　
一
方
、
セ
ミ
ナ
ー
に
続
い

て
開
か
れ
た
交
流
会
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
、
セ
ミ
ナ
ー
講

師
と
の
情
報
交
換
、
生
活
・

趣
味
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
の
テ

ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
参
加

者
は
関
心
が
あ
る
テ
ー
ブ
ル

に
集
ま
り
交
流
を
深
め
て
い

た
。

　
今
回
は
、
津
久
井
・
城
山
・

相
模
湖
・
藤
野
の
各
商
工
会

の
協
力
も
あ
り
、
同
地
区
か

ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
初
参

加
者
も
19
名
と
目
立
ち
、
積

極
的
に
交
流
を
図
っ
て

い

た
。

　
ま
た
、参
加
者
全
員
に
は
、

情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
し
て

交
流
シ
ー
ト
を
配
布
。
会
場

内
の
掲
示
板
に
貼
り
、
交
流

相
手
を
探
せ
る
よ
う
な
演
出

も
あ
っ
た
。

　
シ
ー
ト
に
は
得
意
と
す
る

技
術
の
Ｐ
Ｒ
や
市
内
協
力
企

業
の
募
集
、
技
術
相
談
、
海

外
事
業
の
情
報
な
ど
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
も
の
の
他
、
野

球
、
ゴ
ル
フ
、
乗
り
物
、
メ

カ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
趣
味
の
話

な
ど
が
記
載
。
参
加
者
は
思

い
思
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

　
当
日
は
相
模
原
市
か
ら
も

技
術
開
発
を
支
援
す
る
制
度

の
紹
介
も
あ
っ
た
。
交
流
会

を
企
画
し
た
工
業
部
会
・
Ｋ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
那
須
隆
仁
委
員
長
（
三
恵

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
務
）

は
「
今
回
は
会
場
が
駅
か
ら

近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。
来
年
度
も
こ
の
会
場
で

や
っ
て
い
き
た
い
。
商
工
会

議
所
工
業
部
会
が
新
た
な
交

流
の
拠
点
に
な
れ
ば
」
と
話

し
た
。

　
松
岡
康
彦
・
工
業
部
会
副

部
会
長
は
「
交
流
の
輪
が
着

実
に
広
が
っ
て
い
る
。
最
終

的
に
は
工
業
部
会
に
所
属
す

る
全
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
甲
斐

部
会
長
は
「
回
を
重
ね
る
ご

と
に
（
交
流
会
の
）
内
容
が

よ
く
な
っ
て
い
る
。
異
業
種

交
流
を
各
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
し
て

頂
き
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
前
半
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で

は
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
主
席
研
究
員
の

伊
藤
雅
也
氏
が
登
壇
し
た
。

　
「
工
場
・
事
業
場
排
水
の

新
た
な
管
理
手
法
に
つ
い
て

／
生
物
応
答
を
利
用
し
た
Ｗ

Ｅ
Ｔ
試
験
」
を
テ
ー
マ
に
話

し
た
。

　
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、
現
在

の
排
水
規
制
で
は
、
国
内
で

使
用
さ
れ
て
い
る
８
０
０
０

以
上
あ
る
化
学
物
質
の
な
か

で
、
42
項
目
し
か
検
査
対
象

と
し
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
排
水
中
に
は
意

図
し
な
い
で
つ
く
ら
れ
た
混

合
物
が
入
る
こ
と
も
あ
り
、

生
態
系
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
と
い
う
。

　
そ
れ
に
対
し
、
伊
藤
氏
は
、

欧
州
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る

排
水
試
験
の
評
価
方
法
「
Ｗ

Ｅ
Ｔ
」
を
紹
介
。
こ
れ
は
原

因
物
質
の
特
定
は
行
わ
ず
毒

性
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
生
態
系
へ
の
影
響

を
み
る
手
法
と
い
う
。

　
伊
藤
氏
は
「
国
際
的
な
傾

向
と
し
て
個
別
の
濃
度
に
よ

る
規
制
か
ら
総
合
影
響
の
規

制
へ
と
移
り
変
わ
り
つ
つ
あ

る
」
と
強
調
し
て
い
た
。

　
続
い
て
、
弁
護
士
法
人
・

髙
瀬
総
合
法
律
事
務
所
の
髙

瀬
芳
明
弁
護
士
が
講
演
。「
21

世
紀
型
、
こ
れ
か
ら
の
労
使

関
係
」
を
題
材
に
し
た
。

　
高
瀬
弁
護
士
は
青
工
研
に

も
所
属
し
て
お
り
、
製
造
業

界
に
も
精
通
、
実
際
の
労
使

ト
ラ
ブ
ル
の
判
例
を
基
に
、

企
業
が
と
る
べ
き
対
策
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　
髙
瀬
弁
護
士
は
「
法
的
紛

争
に
至
る
前
に
事
前
準
備
で

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

っ
て
く
る
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
。

　
工
業
部
会
員
で
建
設
機
械

の
販
売
、
レ
ン
タ
ル
を
手
掛

け
る
旭
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト

（
相
模
原
市
中
央
区
田
名
、

０
４
２
・
７
６
２
・
４
６
３

０
）
は
、
金
属
加
工
業
の
共

伸
テ
ク
ニ
カ
ル
（
同
市
中
央

区
）
と
「
雪
か
き
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
」
を
共
同
開
発
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
簡
単

装
着
し
て
雪
を
追
い
出

す

「
雪
か
き
用
バ
ケ
ッ
ト
」
だ
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
専
門
企
業

と
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
だ
。

　
県
内
で
は
昨
年
、
大
雪
の

た
め
に
業
務
中
断
を
強
い
ら

れ
た
企
業
が
少
な
く
な
い
。

同
製
品
は
、
す
で
に
昨
年
末

か
ら
販
売
を
始
め
た
が
、
注

文
が
相
次
い
で
い
る
と

い

う
。

　
横
江
利
夫
社
長
に
よ

る

と
、
雪
か
き
用
バ
ケ
ッ
ト
は

他
社
で
も
販
売
し
て
い

る

が
、
製
品
の
重
量
が
１
０
０

キ
ロ
以
上
で
、
装
着
に
手
間

が
か
か
っ
て
い
た
。
価
格
も

高
い
と
い
う
。

　
そ
の
点
、
共
同
開
発
し
た

製
品
は
、
共
伸
テ
ク
ニ
カ
ル

の
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
機

能
は
維
持
し
な
が
ら
構
造
を

シ
ン
プ
ル
化
。
結
果
的
に
重

量
を
50
キ
ロ
未
満
に
抑

え

た
。

　
メ
ー
カ
ー
問
わ
ず
１
ト
ン

〜
２
・
５
ト
ン
の
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
に
対
応
。
価
格
は
６

万
９
８
０
０
円
。
１
カ
月
１

万
５
０
０
０
円
か
ら
の
レ
ン

タ
ル
も
始
め
る
。
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雪
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」

　相模原の工業人たちに垣根を越えた交流を持っても

らおうと、相模原商工会議所・工業部会（甲斐美利部

会長＝向洋技研社長）は９日、杜のホールはしもと・

多目的ホールで「会員交流大会」を開いた。部会単独

で交流会を開催するのは３回目。工業関連の異業種58

人が参加。一般財団法人・生物科学安全研究所（ＲＩ

ＡＳ）や弁護士によるセミナーも行われた。


